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調査概要１
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１．調査の概要
項目 内容

調査対象

「調査票の配布」及び「Webアンケート」は、そ
れぞれ以下の方を対象とする。

《調査票の配布》
• 無作為抽出された65歳以上の市民2000人
※萩市の総人口は43,877人（令和4年度統計萩）の
うち、44.5％（19,537人）は65歳以上の高齢者であ
る。また、公共交通が不便な中山間地域では高齢
化率が50％～の地域が多い。移動実態把握の必要
性や公共交通の利用可能性が高いと考えられる65
歳以上の方を対象に調査票を配布する。

《Web》
• 全市民（広報「萩」、バス車内や公共施設に回
答用QRコードを掲示することにより周知）

回答数

1,116票（郵送回収；1,066票、Web；50票）

項目 内容
調査期間 2024年7月1日（月）～7月31日（水）

調査方法

《調査票の配布》
① 設問内容確定後、調査票を作成する。
② 発送用封筒に宛名ラベルシールを貼り付け、

調査票と返信用封筒と封入する。
③ 対象者へ発送しアンケートに回答してもらう。
④ 同封の返信用封筒にて調査票を回収する。
⑤ 回答の集計・分析を行う。

《Webアンケート》
① Webアンケートフォームを作成する。
② 回答用のQRコードを作成し、広報「萩」、バ

ス車内や公共施設において掲載する。
③ QRコードをスマートフォンまたはタブレット

等で読み取り、アンケートに回答してもらう。
④ 回答期間終了後、回答の集計・分析を行う。

調査項目

• 居住地域
• 個人属性
• 外出頻度
• 公共交通の利用頻度
• 外出行動の実態（買い物／通院／それ以外）
• 公共交通に対する満足度
• 鉄道／路線バス／まぁーるバスの不満点
• 東萩駅の交通結節点機能の改善点
• 今後の地域公共交通の在り方
• 必要な施策
• 自由意見
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0 100 200 300 400

18歳以下
19～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80歳以上
無回答

（人）

郵送 web n=1,066

194 
17.4%

583 
52.2%

217 
19.4%

58 
5.2%

33 
3.0%

22 
2.0%

8 
0.7%

1 
0.1%

一人暮らし
夫婦二人
二世代（子と同居）
二世代（親と同居）
三世代
その他
無回答
無効回答

n=1,116

調査結果２
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居住地／性別／年齢／家族構成

◆年齢

 居住地は、萩地域が41.5％を占めているが、その他各地域からも10％程度の回答が得られている。
 年齢は、アンケートを配布した65歳以上が大半であり、Webのみで実施した65歳未満の回答は9票にとどまる。
 家族構成は、「夫婦二人」が52.2％と最多であり、次いで「二世代（子と同居）」となっている。「一人暮らし」

は17.4％存在する。

◆居住地

◆性別 ◆家族構成



898 
80.5%

130 
11.6%

81 
7.3%

7 
0.6%

持っている
持っていない（未取得）
持っていない（免許返納済み）

n=1,116

835

97

49

18

93.0%

10.8%

5.5%

2.0%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

普通自動車免許

バイク（原付を含む）

上記以外の免許

無回答

（人）

回答数 回答率 n=898※複数回答

849 
94.5%

36 
4.0%

13 
1.4%

運転する
運転しない
無回答

n=898

46 
5.1%

226 
25.2%

180 
20.0%

418 
46.5%

26 
2.9%

2 
0.2%

75歳
80歳
85歳以上
考えていない
無回答
無効回答

n=898

調査結果２
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運転免許証／日常的な運転／免許証の種類／免許返納年齢（想定）

 運転免許証は、80.5％が所持している。7.3％の人が免許証を既に返納済みであると回答している。
 免許所有者のうち90％以上が、日常的に運転をしていると回答している。
 80歳～85歳またはそれ以上で免許返納を考えている人が45.2％であるが、まだ免許の返納を考えていないという人

も46.5％存在する。

◆免許証の種類◆運転免許証

◆日常的な運転 ◆免許返納年齢（想定）



130 
11.6% 30 

2.7%

889 
79.7%

67 
6.0% 持っていて、公共交通を使う時

に利用する
持っているが、公共交通を使う
時には利用しない
持っていない

無回答

n=1,116

調査結果２
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免許返納後の移動手段／ICカードの所持／スマートフォンの所持

◆ICカードの所持

 免許返納後の移動手段としては、半数近く（48.0％）の人がバスを利用すると回答している。
 ICカードは79.7％の人が持っていないと回答しており、実際に利用する人は11.6％にとどまる。
 スマートフォンの所持率は72.0％であるが、アプリをインストールできる人は全体の31.1％である。

◆免許返納後の移動手段

431

207

145

159

113

48.0%

23.1%

16.1%

17.7%

12.6%

0 100 200 300 400 500

バス

家族等の送迎

タクシー

その他

無回答

（人）

回答数 回答率 n=898※複数回答

347 
31.1%

456 
40.9%

263 
23.6%

50 
4.5%

持っていて、アプリのインス
トールもできる
持っているが、アプリのインス
トールはできない
持っていない

無回答

n=1,116

◆スマートフォンの所持
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0.2%

0.4%
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97.1%
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93.1%

96.5%

97.9%

93.7%

96.3%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

鉄道【n=1,042】

路線バス【n=1,066】

まぁーるバス【n=1,040】

ぐるっとバス【n=1,025】

生活バス【n=850】

タクシー【n=1,044】

船舶【n=917】

週5日以上 週に3、4日 週に1、2日 月に2、3日 月に1日 ほとんど利用しない

調査結果２
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外出頻度／公共交通の利用頻度

◆公共交通の利用頻度

 週に1日以上外出する人が90％近くを占めている。週3日以上外出する人も50％を超えている。
 公共交通の中ではバス（路線バス、まぁーるバス）の利用頻度が比較的高いものの、全体として利用頻度はかなり

低く、いずれの公共交通においても「ほとんど利用しない」が90％以上となっている。

◆外出頻度

386 
34.6%

290 
26.0%

297 
26.6%

103 
9.2%

15 
1.3%

15 
1.3%

9 
0.8%

1 
0.1%

週5日以上
週に3、4日
週に1、2日
月に2、3日
月に1日
ほとんど外出しない
無回答
無効回答

n=1,116



182 
16.6%

257 
23.4%

404 
36.9%

164 
15.0%

50 
4.6%

36 
3.3%

3 
0.3%

週に5日以上
週に3、4日
週に1、2日
月に2、3日
月に1日以下
無回答
無効回答

n=1,096
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36
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3

132

49

7

3

3

7

74

64.4%

5.2%

3.3%

0.8%

0.6%

0.3%

0.3%

12.0%

4.5%

0.6%

0.3%

0.0%

0.0%

0.3%

0.6%

6.8%

0 200 400 600 800

萩地域

田万川地域

須佐地域

福栄地域

旭地域

川上地域

むつみ地域

益田市

山口市

阿武町

長門市

美祢市

下関市

その他

無回答

無効回答

（人）

回答数 回答率 n=1,096

調査結果２
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買い物目的の外出の目的地／外出頻度

◆外出頻度

 目的地は萩地域が最多（64.4%）であり、市内では田万川地域及び須佐地域も一定程度の外出が見られる。
 市外では益田市が最多（12.0%）である。
 外出頻度は「週に１、２日」が最多36.9％であるが、週3回以上の頻度で買い物に出かける人も40％存在する。

◆目的地

萩
市
内



1
1

1

4
47

147
179

105
99
106
98
105

48
13
4
4
1
2

114
17

0.0%
0.1%
0.1%
0.0%
0.0%
0.1%
0.0%
0.0%
0.4%

4.3%
13.4%

16.3%
9.6%

9.0%
9.7%

8.9%
9.6%

4.4%
1.2%

0.4%
0.4%
0.1%
0.2%
0.0%

10.4%
1.6%

0 100 200 300 400

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,096

調査結果２

7

買い物目的の外出の外出時刻／帰宅時刻

◆帰宅時刻

 外出時刻は9時台、10時台に集中している。
 帰宅時刻は11時台、12時台が多い傾向にはあるが、17時台まで幅広く分布している。

◆外出時刻
1
1

3
8
31

78
243

338
85

6
59
53

30
24

13
6

106
11

0.1%
0.1%
0.0%
0.0%
0.3%
0.7%

2.8%
7.1%

22.2%
30.8%

7.8%
0.5%

5.4%
4.8%

2.7%
2.2%

1.2%
0.5%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

9.7%
1.0%

0 100 200 300 400

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,096



調査結果２
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買い物目的の外出の主な移動手段

 自家用車（自分で運転）が73.4％、自家用車（家族等の送迎）が16.2％であり、多くの方が自家用車を利用している。
 公共交通（バス、タクシー等）の利用はそれぞれごく僅かである。

◆主な移動手段

804
178

68
56
50
35
28
23
21
15
14
10
6
5
3
1
11

73.4%
16.2%

6.2%
5.1%
4.6%

3.2%
2.6%
2.1%
1.9%
1.4%
1.3%
0.9%
0.5%
0.5%
0.3%
0.1%
1.0%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

徒歩のみ
自転車のみ

まぁーるバス・ぐるっとバス
路線バス（防長交通）

タクシー
友人・近所の知人の送迎

原付・バイク
船舶

路線バス（石見交通）
路線バス（中国JRバス）

生活バス
施設の送迎バス

鉄道
その他
無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,096※複数回答



653

59

14

11

11

9

3

148

78

7

3

1

1

19

10

40

61.2%

5.5%

1.3%

1.0%

1.0%

0.8%

0.3%

13.9%

7.3%

0.7%

0.3%

0.1%

0.1%

1.8%

0.9%

3.7%

0 100 200 300 400 500 600 700

萩地域

須佐地域

田万川地域

川上地域

福栄地域

むつみ地域

旭地域

益田市

山口市

長門市

阿武町

美祢市

下関市

その他

無回答

無効回答

（人）

回答数 回答率 n=1,067

調査結果２
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通院目的の外出の目的地／外出頻度

◆外出頻度

 目的地は萩地域が最多（61.2%）であり、市内では須佐地域も一定程度の外出が見られる。
 市外では益田市が最多（13.9%）である。
 外出頻度は「月に1回以下」が最多（56.3％）である。週に1回以上の頻度で外出する人は20％に満たない。

◆目的地

22 
2.1%

41 
3.8%

114 
10.7%

243 
22.8%601 

56.3%

44 
4.1%

2 
0.2%

週に5日以上
週に3、4日
週に1、2日
月に2、3日
月に1日以下
無回答
無効回答

n=1,067

萩
市
内



1

1

15
71

193
208

127
97

87
58
62

17
2

1
4
1

109
13

0.0%
0.0%
0.1%
0.0%
0.1%
0.0%
0.0%
0.0%

1.4%
6.7%

18.1%
19.5%

11.9%
9.1%

8.2%
5.4%
5.8%

1.6%
0.2%
0.0%
0.0%
0.1%
0.4%
0.1%

10.2%
1.2%

0 50 100 150 200 250 300 350

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,067
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12
62

252
307

176
39

3
25
30
32

9
4

1
103

11

0.0%
0.0%
0.0%
0.1%
0.0%

1.1%
5.8%

23.6%
28.8%

16.5%
3.7%

0.3%
2.3%
2.8%
3.0%

0.8%
0.4%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.1%

9.7%
1.0%

0 50 100 150 200 250 300 350

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,067

調査結果２
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通院目的の外出の外出時刻／帰宅時刻

◆帰宅時刻

 外出時刻は８時台、９時台に集中しており、10時台も比較的多い。（買い物よりは1時間程度早い）
 帰宅時刻は11時台、12時台に集中しており、13時以降は次第に減少している。

◆外出時刻



調査結果２
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通院目的の外出の移動手段

 自家用車（自分で運転）が71.3％、自家用車（家族等の送迎）が16.3％であり、多くの方が自家用車を利用している。
 公共交通（バス、タクシー等）の利用はそれぞれごく僅かであるが、買い物目的の外出と比較してやや公共交通利

用者が多い。

◆主な移動手段

761
174

52
47
46
39
34
21
16
14
14
12
7
6
4
1
12

71.3%
16.3%

4.9%
4.4%
4.3%
3.7%
3.2%

2.0%
1.5%
1.3%
1.3%
1.1%
0.7%
0.6%
0.4%
0.1%
1.1%

0 200 400 600 800

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

徒歩のみ
自転車のみ

まぁーるバス・ぐるっとバス
タクシー

路線バス（防長交通）
路線バス（石見交通）

船舶
原付・バイク

路線バス（中国JRバス）
友人・近所の知人の送迎

鉄道
生活バス

施設の送迎バス
その他
無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,067※複数回答



497

100

82

55

40

27

20

63

39

13

9

2

2

20

34

26

48.3%

9.7%

8.0%

5.3%

3.9%

2.6%

1.9%

6.1%

3.8%

1.3%

0.9%

0.2%

0.2%

1.9%

3.3%

2.5%

0 100 200 300 400 500 600

萩地域

田万川地域

須佐地域

むつみ地域

福栄地域

旭地域

川上地域

山口市

益田市

長門市

阿武町

美祢市

下関市

その他

無回答

無効回答

（人）

回答数 回答率 n=1,029

調査結果２
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買い物、通院以外の外出の目的／目的地

◆目的地

 郵便局・金融機関への外出が最多（35.5％）である。
 目的地は萩地域が最多であるものの、買い物および通院と比較し各地域内の移動の割合が増加している。

◆目的

365 
35.5%

199 
19.3%

189 
18.4%

34 
3.3%

1 
0.1%

170 
16.5%

56 
5.4%

15 
1.5%

郵便局・金融機関
通勤
娯楽・イベント等
市役所・総合事務所
通学
その他
無回答
無効回答

n=1,029

萩
市
内



2
1
1
2
7
13

69
139

236
220

42
12

66
28

9
11
8
5
3
2

135
18

0.2%
0.1%
0.1%
0.2%
0.7%

1.3%
6.7%

13.5%
22.9%

21.4%
4.1%

1.2%
6.4%

2.7%
0.9%
1.1%

0.8%
0.5%
0.3%
0.2%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

13.1%
1.7%

0 50 100 150 200 250

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,029

3

2

4
15

63
138

109
48

64
96
95
98

79
22

8
10
5
3
2

143
22

0.0%
0.0%
0.0%
0.3%

0.0%
0.2%
0.0%
0.4%

1.5%
6.1%

13.4%
10.6%

4.7%
6.2%

9.3%
9.2%
9.5%

7.7%
2.1%

0.8%
1.0%

0.5%
0.3%
0.2%

13.9%
2.1%

0 50 100 150 200

1時台
2時台
3時台
4時台
5時台
6時台
7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台
20時台
21時台
22時台
23時台
24時台
無回答

無効回答

（人）

n=1,029

調査結果２

13

買い物、通院以外の外出の外出時刻／帰宅時刻

◆帰宅時刻

 外出時刻は8時台～10時台に集中している。
 帰宅時刻は11～12時台および15～18時台に二分している。

◆外出時刻



調査結果２

14

買い物、通院以外の外出の外出頻度／移動手段

◆主な移動手段

 外出頻度が「月に２、３日」または「月に1日以下」の割合が46.9％であり、買い物・通院以外の外出が少ない人が
半数近くを占めている。

◆外出頻度

749
113

57
57

31
26
22
17
16
13
11
8
5
5
3
3
14

72.8%
11.0%

5.5%
5.5%

3.0%
2.5%
2.1%
1.7%
1.6%
1.3%
1.1%
0.8%
0.5%
0.5%
0.3%
0.3%
1.4%

0 200 400 600 800

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

徒歩のみ
自転車のみ

まぁーるバス・ぐるっとバス
路線バス（防長交通）

タクシー
原付・バイク

友人・近所の知人の送迎
船舶

路線バス（石見交通）
施設の送迎バス

路線バス（中国JRバス）
鉄道

生活バス
その他
無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,029※複数回答

157 
15.3%

153 
14.9%

190 
18.5%

283 
27.5%

200 
19.4%

45 
4.4%

1 
0.1%

週に5日以上
週に3、4日
週に1、2日
月に2、3日
月に1日以下
無回答
無効回答

n=1,029



調査結果２

15

公共交通に対する満足度／JRに対する不満点

◆高校×学年

 「満足」または「まあ満足」の割合を「やや不満」または「不満」が上回っている。また、「わからない」の回答
が37.8％を占める。

 JRに対する不満としては「運行本数が少ない」や「乗りたい時間に運行が無い」といった運行の充実度に関する不
満が多い。一方で、「移動に時間がかかる」や「路線バスへの乗り継ぎが不便」といった移動のスムーズさに関す
る不満も一定程度存在する。

41 
3.7% 127 

11.4%

229 
20.5%

74 
6.6%141 

12.6%

422 
37.8%

81 
7.3%

1 
0.1%

満足
まあ満足
どちらともいえない
やや不満
不満
わからない
無回答
無効回答

n=1,116

270
165

148
110

73
57
43
33
29
28
28
17
14
6

166
431

25.6%
15.6%

14.0%
10.4%

6.9%
5.4%

4.1%
3.1%
2.7%
2.7%
2.7%

1.6%
1.3%

0.6%
0.0%

15.7%
40.9%

0 100 200 300 400 500

運行本数が少ない
駅が遠い

乗りたい時間に運行が無い
移動に時間がかかる

発着時刻がわからない
行きたい方向に運行されていない

路線バスへの乗り継ぎが不便
運賃が高い

まぁーるバスへの乗り継ぎが不便
駅のバリアフリーが不足している

交通系ICカードで支払いができない
乗り方がわからない

行先や方面がわからない
時間通りに来ない

混雑している
その他
無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,055※複数回答

◆公共交通に対する満足度 ◆JR（山陰本線）に対する不満点（最大3つまで選択）



216
151

119
98
92

72
57
43
43

28
24
23
15

164
441

20.5%
14.4%

11.3%
9.3%
8.7%

6.8%
5.4%

4.1%
4.1%

2.7%
2.3%
2.2%

1.4%
15.6%

41.9%

0 100 200 300 400 500

運行本数が少ない
乗りたい時間に運行が無い

バス停が遠い
移動に時間がかかる

目的地までの運賃が高い
行きたい方向に路線がない

発着時刻がわからない
鉄道への乗り継ぎが不便

バス停での待ち時間が快適でない
路線やバス停の位置がわからない

コミュニティ交通への乗り継ぎが不便
行先や方面がわからない

乗り降りしにくい
その他
無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,052※複数回答

162

100

83

82

82

70

57

47

34

32

19

207

512

15.0%

9.3%

7.7%

7.6%

7.6%

6.5%

5.3%

4.4%

3.2%

3.0%

1.8%

19.2%

47.5%

0 100 200 300 400 500 600

ルートが長く移動に時間がかかる

行先や方面がわからない

乗りたい時間に運行が無い

行きたい方向に路線がない

バス停が遠い

運行本数が少ない

発着時刻がわからない

路線やバス停の位置がわからない

路線バスへの乗り継ぎが不便

バス停での待ち時間が快適でない

鉄道への乗り継ぎが不便

その他

無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,078※複数回答

調査結果２

16

路線バスに対する不満点／まぁーるバスに対する不満点

 路線バスに対する不満としては「運行本数が少ない」や「乗りたい時間に運行が無い」といった運行の充実度に関
する不満の他、「目的地までの運賃が高い」が8.7％とJRと比較し多く挙げられている。

 まぁーるバスに対する不満はとしては「ルートが長く移動に時間がかかる」が最も多く挙げられている。

◆まぁーるバスに対する不満点（最大3つまで選択）◆路線バスに対する不満点（最大3つまで選択）



234

223

203

126

94

87

63

50

46

44

14

149

489

21.4%

20.4%

18.6%

11.5%

8.6%

8.0%

5.8%

4.6%

4.2%

4.0%

1.3%

13.7%

44.8%

0 100 200 300 400 500 600

鉄道とバスのダイヤを乗り継ぎやすいよう調整する

駅で鉄道に乗り換えられるよう駐車場を整備する

周辺に商業施設や公共機能を整備する

萩市の玄関口にふさわしい歴史的な駅舎へと整備する

バス路線を全て東萩駅に乗り入れる

人々の憩いの場となるような広場等の空間を整備する

空調や椅子の設置等により快適な待合環境を整備する

デジタルサイネージを使用した乗り換え案内等、わかりやす情報提供を行う

駅ホームからバス停や駐輪場までの屋根付き通路を整備する

カーシェアやシェアサイクル等のシェアモビリティを設置する

駅で鉄道に乗り換えられるよう駐輪場を整備する

観光客の増加に繋がる観光情報の提供やPR活動を行う

無回答

（人）

回答数 回答率 n=1,091※複数回答

調査結果２

17

東萩駅の交通結節点機能の改善点

 「鉄道とバスのダイヤを乗り継ぎやすいよう調整する」が最多（21.4％）であり、潜在的な公共交通の利用意向が
うかがえる結果となっている。その他、「歴史的な駅舎へと整備する」や「観光情報の提供やPR活動を行う」と
いったシンボル的な機能を求める意見も比較的多い。

◆東萩駅の交通結節点機能の改善点



403 
36.1%

281 
25.2%

147 
13.2%

78 
7.0%

203 
18.2%

4 
0.4%

自力移動が困難な方（高齢者や学生、市への来訪者等）のため、市全体として公共交通を充実させるべきである

市内拠点間を移動できる公共交通は維持しつつも、自宅～拠点の移動については、各地域単位で地域主体の移動手段（互助輸送等）の確保に努めるべきである

市全体として既存の公共交通とは異なる枠組み（互助輸送やライドシェア等）で移動できる環境を目指すべきである

なるべく移動が必要ない環境を構築すべきである

無回答

無効回答

n=1,116

調査結果２

18

公共交通のあり方についての考え方

 自力移動が困難な方のために充実させるべきという意見が最多であり、次いで、自宅～拠点の移動は地域主体で確
保するべきという意見が多い。

 既存と異なる枠組み（互助輸送やライドシェア）を目指すべきだという意見は少数派である。

◆公共交通の在り方についての考え方



525 
47.0%

217 
19.4%

112 
10.0%

49 
4.4%

211 
18.9%

2 
0.2%

行政負担を維持し、可能な範囲で公共交通を運行すべきである
行政負担を増やしてでも、利便性の高い公共交通を運行すべきである
行政負担をなるべく抑える方策をとるべきである
運賃の値上げなど自己負担を増やしてでも、公共交通への行政負担を軽減すべきである
無回答
無効回答

n=1,116

調査結果２

19

公共交通の行政負担についての考え方

 行政負担を維持し、可能な範囲で運行すべきという意見が半数近く（47.0％）を占めている。
 自己負担を増やし、行政負担を軽減すべきという意見はごくわずかである。

◆公共交通の行政負担についての考え方



41.7%

36.0%

47.6%

48.2%

36.8%

56.8%

21.6%

23.5%

24.5%

25.9%

25.7%

23.1%

27.9%

25.4%

17.2%

20.5%

30.4%

15.7%

4.4%

8.8%

7.5%

3.2%

3.7%

2.5%

4.4%

6.2%

3.1%

2.1%

3.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①【n=1,003】

②【n=995】

③【n=987】

④【n=985】

⑤【n=976】

⑥【n=1,006】

必要である やや必要である どちらとも言えない あまり必要でない 必要でない

調査結果２

20

萩市の公共交通に必要な施策

 路線バス運賃の割引等の高齢者への免許返納支援の実施が最も必要だと考えられている。
 地域主体の体制構築は、他の施策と比較し必要だという意見が少なく、必要性の認識が低いといえる。

◆萩市の公共交通に必要な施策

① 利用者の少ない路線等は廃止し、交通弱者に対してはタクシー利用助成等の補助を行う
②コミュニティ交通（ぐるっとバス、まぁーるバス）と路線バスの乗り継ぎ割引制度を導入する
③市内公共交通の分かりやすい運行情報を提供する（パンフレットの配布、公共施設での情報提供等）
④スクールバスや施設の送迎と連携しながら、地域の輸送資源を最大限活用し、財政負担を軽減する
⑤行政主導のもと各地域単位で住民が主体となり支え合う体制を構築する（互助輸送や自家用有償旅客運送制度等）
⑥タクシーチケット配布や路線バス運賃の割引等、高齢者への免許返納支援を行う

施策リスト


	萩市市民アンケート�調査結果
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

